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■■■フジ“夕方ニュースの顔”に抜擢
NHKの麿・登坂淳一のセクハラ重大事件　告発スクープ■■■

――新人キャスターをトイレまで追い、スカートをまくり上げ…。
NHKは女性の訴えを受け、登坂に厳重注意処分を下した――

起死回生を狙うフジテレビが“救世主”と頼むNHKの人気アナ。
だが電撃意識発表されるや、本誌に寄せられたのは
上品な風貌とはかけ離れたセクハラの告発だった。

■■■秋篠宮家眞子さま婚約者・小室圭さんの憂い
３月４日納采の儀を前に宮内庁関係者からも不安の声が…■■■

「圭の父親代わりになってください」――
小室さんの母親から頼まれた60代後半の外資系商社マンは

彼女と婚約し、圭さんの大学の学費や留学費用など400万円以上を工面。
折に触れて圭さんの相談相手となり、家族ぐるみの交際が続いた。

ところが男性が不信感を募らせる出来事が重なり……

■■逃げ恥・白鵬とガチの代償・稀勢の里
新聞・テレビが報じない“土俵外の横綱暗闘”■■

日馬富士暴行問題の余熱を残して開催中の大相撲初場所。
黒幕視された横綱・白鵬をど真ん中に、

事件の背景にからむ因縁の対決も目白押しで、
さぞかし盛り上がるかと思いきや――。

■■「長寿県」に学べ　決定版　
前向きで明るい滋賀県民、岡山フルーツ王国の躍進！■■

平均寿命調査で初の１位（男性）に輝いたのは滋賀だった。
そのほかランキングを上げたのは岡山、愛知、鳥取など。

それぞれ現地を訪ね、その理由を調べてみると
食事情や生活習慣のほかにも大事な要素が浮かび上がってきた。

寿命を伸ばした新“長寿県”の「生活スタイル」とは？

■■ビットコイン“阿鼻叫喚”ルポ
6000万円ダマし取られた80代女性も■■

１月16日から17日かけて起きた仮想通貨の大暴落。
ネットには「総資産も半分以下になっちゃいました」

「前日比で1000万円以上減りました」といった
投資家たちの阿鼻叫喚の声が溢れた。

■■ついに最終話！司馬遼太郎・初漫画化「幕末 花屋町の襲撃」作画・森秀樹■■
幕末の京都、凶刃に散った坂本竜馬、中岡慎太郎。

復讐を誓う陸奥陽之助たちは花屋町の天満屋への仇討ちを決行した。

●63歳で芥川賞、若竹千佐子さん執筆の動機は「夫の突然死」
●加藤勝信厚労相はマルチ企業の広告塔！被害額2400億円
●菜々緒いじりも…キムタクは“気配りのボディーガード”

●「拳銃がほしい」保守論客・西部邁が漏らしていた自殺願望



●起死回生なるか羽生結弦にお門違いの“プーさん批判”
●阿川佐和子のこの人に会いたい　野口聡一（JAXA宇宙飛行士）

グラビア
●原色美女図鑑　シシド・カフカ　撮影・鈴木心

●男の肖像　小林稔侍「健さんと、あの銀杏並木で」
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